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所属 リ ン ペ 節毛 細血管後小静脈に於け るHR

P 抗体陽陸血管外膜細胞の免疫電顕的検索

　　木村通郎，高屋憲一一一

　　 （富山医薬大 ・解剖 ）

　 癜 小板機能 に はた すセ 鷙 トニ ン （5HT｝
の 役割は不 瞬 で ある♂掛 5麗 の取 り込み

の 超微局在 を み る方法は あるが内在徃

騨 Tの 局在 を薩接証明 した報告は ない 。

我々 は ヒ ト撫小板の 翩 挽 疫電顕縊織化

学 を試み講驀 の ゆ く結果を得た の で 、そ

の 技法の 閥題点 ご咼在の新知見 を述 べ る。

（技法） ヒ ト無 小糎 の 免疫組織化学法 に

おけ る最 大の 閤題点は その膜の性質に あ

る 。 即 ち （1）魏体 ［gG の 非特異的賊着が

駕 りや すい （2）航体に対する邊過性が き

わめ て 低 い （3）呈色反応後 ， 器壁に 吸着

し灣収率 が悪 い 。 ：：．a
’
tら に 潟する対策は

（D 恥 b ：ア ラ グ メ ン トを用い 、反応洗濘

鞭 に ｝・り ｝・ン を添加す る （2）ee−一・抗体 を

高濃度の トllトン を含む P陰sで 籍鞍 し長

時問反応 す る　（3）呈色反継以後の操作 を

磁小橡 ペ レ ッ トの状態で牙夛な うc−

（結果）趨微形鰤 ま比較的良好に保たれ

免疫 陽轡i反 応が 明瞭に 観察 ts　＄Tる 。 陽性

細胞数 の 比率 は それ程多 くな く、また陽

性 の 度合 もさ ま ざ ま で ある v 最も重要 な

こ とは 陽性反応 は微顆粒状構造 を示 し細

胞麌 内に 靉在性 に 分布 し，L）ense 　 bodyや

薩穎粒 に 島在 しな い こ とで ある、

　酵素抗原法に よ りHRP 接 種マ ウ ス 所属 リ

ン パ 節に於ける特異抗体産 生細胞を検索中．

形質細胞の ほ か に 一部の 毛細血管後小静脈

（PCV ）外膜細胞に HRP 抗体陽性所見が得 ら

れ た の で報告する 。 〔鬱料と方法〕Freund 完

全 ア ジ ュ バ ン トに HRP （2mp ／me ）を混合 し

たもの を O．1祕 BALB ／c 系マ ウ ス 足蹠 に接

種， 2〜 3 週間後の 二次接種後 7 巳 目の もの

をPLP 液にて 灌流固定を行い ，膝窩 リ ン パ 節

を摘出 し試料と した。一
部は凍結切片を作製

し内因性 HRP 活 駐を不 活化 しHRP 抗 体の 検

出を行 っ た 。 電顕用 に は ビ ブ ラ トーム 切片を

作製 し酵素抗原法に よ り型通り標本を作 り観

察 した。 また ，

一群 の マ ウ ス は フ 、、リ チ ン を

抗原と し，その 特異抗体を フ ェ リチ ン 抗原法

に て 検素 した 。　 〔結果 と考察〕内因性 HRP

活性を除芸 した り ン パ 節光顕切片で は髄鸚の

形質細胞や樹枝状（D ）細胞や PCV 外膜に BRP

抗体陽性を示す所見が得 られ た。微細搆造 ド，

それ らHap 抗体陽性形質細胞で は，その 小胞

体腔や核膜腔に ttまた，　 D 細胞で は形質膜表

面に抗体の 局在が み られた 。 他方 ePCV 外膜

継胞で は細胞質に瀰漫性 に局在 した。フ ，， リ

チ ン 抗原投与例で も同様の所見を得た。

一73

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


